
公立大学法人    都留文科大学 

 

第 12回教育研究審議会 

 

議事概要 

開催日：平成 25年 10月 23日（水） 

場 所：本部棟 3階大会議室 

出席者：加藤祐三学長、高田理孝副学長、椎廣行事務局長、浅川博理事、大平栄子学長補佐、田中昌弥学

長補佐、阿毛久芳大学院研究科委員長、寺川宏之初等教育学科長、牛山恵国文学科長、竹島達也

英文学科長、横田力社会学科長、伊香俊哉比較文化学科長、新保祐司国際交流ｾﾝﾀｰ長、鶴田清司

ｷｬﾘｱ支援ｾﾝﾀｰ長、小林正人学生課長、重原達也総務課長 

 

■挨拶 

加藤祐三学長よりあいさつ 

 

議  事 

（1）社会学科専任教員（地方自治論）の採用について 

 ○担当より資料 1に基づき説明、審議の結果、報告書を一部修正し事務局内で人事資料を 2週間閲覧と

する。 

  

（2）社会学科専任教員（民法・環境法）の採用について 

 ○担当より資料 2基づき説明、審議の結果、報告書を一部修正し事務局内で人事資料を 2週間閲覧とす

る。 

＊問い合わせについて、必ず問い合わせをしなければならないという事ではなかったが、今後どのよう

にしていくか検討課題である。 

 

（3）創立 60周年記念事業について 

 ○担当より資料 3に基づき説明、審議の結果、素案を基に同窓会長とも話し合いながら趣意書を詰めて

いく。 

 

（4）学生の懲戒に関する規則について（継続審議） 

 ○担当より資料 4に基づき説明、審議の結果、今回新たに出た意見も加え教授会で審議し、常任理事会

にて正式決定。 

 ・10月 17日を締め切りとし、学生委員会と各学科から意見を提出してもらったものを盛り込んで作成。

初等教育学科から様々な意見が出された。 

 ・国文学科会議で「インターネットにおける本学や学生間での誹謗・中傷などの書き込み」をその他に

追加して欲しいとの要望があった。 

 


